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五年出版。邦訳『今夜、自由を』早川書房）など、二、三の書籍を紐解いても明確な理由はわからない。因みに印パを分轄する国境線をラドクリフ・ラインと呼ぶがこの作業は弁護士でありインド国境委員会議長を務めたＣ・ラドクリフによって行われた。彼は議長となるまで英領インドを訪問したことすらなかった。 はラーホールにあるファラティーズホテルの部屋に籠もり、その重責故にノイローゼ気味になりながら分轄ラインを引いていったと前述書には記されている。そのラドクリフが 案を提出したのは両国が独立するまで一週間 切った八
月九日のことであった。　
さてこの早急な分離独立によっ



































コイン七種が発行されてから現在に至るまでのコインの形状、材質や裏表のデザイン 幾度となく変更されたが（四角い もあった。例えば一九九 年まで現役だっ 五パイサコイン〔写真
2〕） 、一つを除きすべてのコイン
に共通するのが三日月に一つ星というパキスタン国旗にも見られるイスラームの象徴的デザインが使われて ることであ （上弦の三日月が使われているが初期には誤って下弦の三日月も使われていた） 。唯一の例外は現在使用されている一ルピーコ ンで三日月に一つ星がない。さて現在、コインにはアラビア数字とパキスタンの国語であるウルドゥー語のみが使われているが、当初は公用語 英語で「パキスタン政府」などの表記もみら た。しかし一九六三年発行コインから英 は削除された。また一九五三年から 九七四年発行コインま はベンガル語による表記も併用された。ベンガル語の追加は当時の東パキスタン（現バングラデシュ）の主要言語であるベンガル語が一九五三年に国語のひとつに認められたことを受けてのことである。それまではウルドゥー語を唯一 国語としていたが東パキスタン の反発を受けてベンガル語を国語 してざるを得なかった。一九七一年東パキスタンはバングラデシュて独立す が、パキスタンがバグラデシュを独立国家として承認する一九七四年までベンガ 語も
コイン表記に残された。●おわりに　
今では日常生活でコインを使う






写真 1　左から 5、2、そして 1 ルピーコイン。上段は
それぞれ表面、下段は裏面である。5 ルピー表面は三







写真 2　左は 5 パイサコイン、右は 10 パイサコイン。
どちらも現在使用されていない（撮影：黒崎　卓氏）
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